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（	続紙	１	）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	















































（続紙	２	）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
（論文審査の結果の要旨）	
	
	
以上のように寺元さんは、初めてプラナリアの間充織スペースに対して分子レベル
でのアプローチを試み、間充織スペースは少なくともORとIRという2つの領域に分け
られること、そして、IRは幹細胞の維持・増殖を行う領域であること、ORは幹細胞
が分化運命の決定を受ける領域であることを初めて示唆した。	
	
よって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認めた。また、平
成２８年６月２６日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、
合格と認めた。	
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